
印

７．計画事業

　　終了後の対応

（市の役割・担当課）

・講習会用の教室、設備等の貸し出し。
・守谷市民への広報。
・費用の一部負担

４．事業の期間

・講習会(Twitterの使い方)の実施。
・Twitterで守谷市の情報を情報発信。
・印刷物等の準備

２．現状の課題

（提案者の役割)

現状、守谷市が守谷市民に情報を発信する媒体として、毎月発行され
る「もりや広報」と、守谷市民から守谷市に情報発信する（意見を募
集）「パブリック・コメント」とがある。
これらの媒体は、「リアルタイム」と「双方向性」という点において
は、向かない媒体である。
・「リアルタイム」発信される情報が、今であること。
・「双方向性」報発信者と情報受信者の情報のやり取りが双方向
リアルタイムかつ双方向性の媒体が上手く機能すれば、より守谷市と
市民のキョリを近づけることが出来る。

市民提案型協働事業提案書

（様式第１号の１）

実行委員会あて

定期的に、事業の成果効果を測定し、永劫的に進めていく。

・守谷市の情報を発信するため、守谷市の協力が必要。

守谷市松並2024-149

実好 敏正

１．提案事業名

　　事業内容

提案者

３．事業の目的と

Twitter(ツイッター)を利用した、市民への情報発信。

080-4052-4949連絡先

平成２２年　６月　４日

５．協働の効果

６．役割分担

事業の目的は
・市民が守谷市に対して、より親しみを持って頂くこと
である。

その手段としてIT技術を利用する。
・Twitter(ツイッター)を利用し、「リアルタイム」「双方向性」の
守谷市情報を頻繁に発信していく。

住所

団体名

氏名

担当者名



支出合計 10,000

通信費 3,000 電話、郵便、ファックス等

印刷費 5,000

消耗品 2,000 筆記用具等

収入合計 0

支出の部

区分 見積額（単位：円） 積算根拠（数量、単価等）

収入の部

区分 見積額（単位：円） 積算根拠（数量、単価等）

（様式第１号の２）

協働事業収支予算書

提案事業名 Twitter(ツイッター)を利用した、市民への情報発信。

提案者 実好敏正



８．協働に当たって
□提携団体単独で市と協働したい　□他の団体と連携したい　■状況により連携してもよ
い

　　他団体との連携 （理由）
・他団体様の協力が必要な場合が出てくれば、是非お力を借りたいと思います。

９．備考

＜事業を支援する人やチームがあれば記入して下さい＞

４．これまでの市民活動 茨城県が主催する「いばらき若者塾2008」に参加。
茨城県青年連盟「若者会」会員
守谷市スポーツ少年団(くわがたFC)でボランティアコーチ。

　　実績と今後の予定

５．特技

・スポーツ
・語学(英語)
・インターネットなどの情報技術

４．市との協働に 市と協働で事業を実施することにより、
・その事業は守谷市にとって本当に必要であるか、正確な議論と
・その事業の成果、効果をより正確に行うことができる　　関する考え方

３．活動の分野
□災害救援　□地域安全　□人権擁護・平和推進　□国際協力　□男女共同参画社会の形
成

　　実績⇒　■ □子供の健全育成　□情報化社会の進展　□科学技術の振興　□経済活動の活発化

□職業能力の開発・雇用機会の拡充支援　□消費者の保護　□団体運営の支援　□その他

1.守谷市を、より住みやすい街へ。
2.守谷市を、より便利で快適な街へ。
3.守谷市を、より親しみのある街へ。

２．活動の目的

□保険・医療・福祉　□社会教育　■まちづくり　□文化・芸術・スポーツ　□環境保全

　　e-mail e-mail:ubuntu.co@gmail.com ■公開 □非公開

＜要注意＞公開・非公開に記載がない場合は、公開可と判断します。

　　住所 住所　：守谷市松並2024-149 ■公開 □非公開

　　電話・FAX 電話　：080-4052-4949 FAX　： ■公開 □非公開

（様式第１号の４）

協働事業個人概要書

１．氏名 氏名　：実好 敏正 ■公開 □非公開


